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東病棟カンファレンス記録
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＜連絡事項＞

・8月の定期採血より、糖尿病のスクリーニング検査の為、朝食後2時間（午前10時前後）に採血することになりました。糖尿病の診断名がついている患者様は、今まで通り早朝空腹時にＦＰＧとさらにＨｂＡ1ｃを追加して採血していきます。その他、血糖値に異常がない患者様については、朝食後2時間（午前10時前後）に採血していきます。

1日の採血人数は、今まで通り1日数名ずつ採血するように

日程を組んでいきます。

※8月分は8/7（火）から開始します。
・来週からBユニット清掃の為、業者が入ります。ワックス掛け等行うとのことです。

＜患者様連絡事項＞

・水梨　孝純様～未定ですが8月中にかねた耳鼻科へスタッフ１名付き添いで他科受診予定です（診断書作成の為）。

・長根　斑男様～大声での唸り声や迷惑行為頻回にあるため、精神神経溶剤増薬となっています。本日も唸り声多く、寝具をトイレや洗面台に詰まらせ、床を水浸しにすることあります。精神症状の観察を行い、他者とトラブルとならないよう注意しましょう。

・柿田　隆三様～体温37℃台の微熱あり、尿検査の結果から尿路感染の疑いある為、抗生剤処方となっています。また、水分摂取時むせ込みある為、それが理由での発熱とも考えられます。本日昼より、全粥キザミ14単位のまま、汁物のみトロミへ変更しています。変更後はむせ込みなく摂取することできています。嚥下状態、身体症状の観察を行なっていきましょう。

・田村　喜七様～本日レントゲン施行し、肺の異常はないとのことですが横行～下行結腸部のガス充満あり。S状結腸捻転の既往ある為、ガス抜き等の物理的刺激になるような処置は避け、本日昼シンラック液15滴服用し、明日以降は毎日就床前にシンラック15滴服用し排便コントロール行なっていきます。

＜安ヶ平Ｄｒ診察＞

・坂　貢様～現在OTのみ導入していますが診察時、活動へ参加したいと訴えあったそうです。精神状態不安定な為、リハプロの導入は見送る事としています。

＜ＳＳＴ検討＞

8/4.5は8月第１週の為、短期目標の設定をしていただきます。

8月のテーマは「どうすれば、相手に不快な思いをさせないか」です。

新規導入

・柿田　隆三様～日中の離床時間の確保・活動促す為、Cグループにて導入。

●勉強会『倫理について考えよう』

倫理とは？「人としてふみ行なうべき道」（辞典より）

以下の文章を朗読語、スタッフより意見を出してもらっています。

＜きいてください、看護婦さん＞

ルース＝ジョンストン

ひもじくても、わたしは、自分で食事ができません。

あなたは、手のとどかぬ床頭台の上に、わたしのお盆を置いたまま、去りました。

そのうえ、看護のカンファレンスで、わたしの栄養不足を、議論したのです。

のどがからからで、困っていました。

でも、あなたは忘れていました。

付添さんに頼んで、水差しをみたしておくことを。

あとで、あなたは記録につけました。わたしが流動物を拒んでいます、と。

わたしは、さびしくて、こわいのです。

でも、あなたは、わたしをひとりぼっちにして、去りました。

わたしが、とても協力的で、まったくなにも尋ねないものだから。

わたしは、お金に困っていました。

あなたの心のなかで、わたしは、厄介ものになりました。

わたしは、1件の看護的問題だったのです。

あなたが議論したのは、わたしの病気の理論的根拠です。

そして、わたしをみようとさえなさらずに。

わたしは、死にそうだと思われていました。

わたしの耳がきこえないと思って、あなたはしゃべりました。

今晩のデートの前に美容院を予約したので、勤務のあいだに、死んでほしくない、と。

あなたは、教育があり、りっぱに話し、純白のぴんとした白衣をまとって、ほんとにきちんとしています。

わたしが話すと、聞いてくださるようですが、耳を傾けてはいないのです。

助けてください。

わたしにおきていることを、心配してください。

わたしは、疲れきって、さびしくて、ほんとうにこわいのです。

話しかけてください。

手をさしのべて、わたし手をとってください。

わたしにおきていることを、あなたにも、大事な問題にしてください。

どうか、きいてください。看護婦さん。

（ジョイス＝トラベルビー人間対人間の看護より）

朗読後、以下の意見が出されています。

・自分たちの仕事は患者様へのサービスであるということを自覚し、業務に取り組むのは、忘れがちではあるが当然のことである。

・スタッフも１人の人間である以上、陰性感情を抱くこともあるがそれをどのように自分の中で消化し看護として患者様に接していくかが重要。

・ニュースなどで尊厳死や脳死移植など取り上げられることもあるが、看護として人に携る以上、簡単に結論が出ない事が多いと思うので常に考えながら仕事をしていきたいと思う。













